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モデル対策は２本の大きな柱からなります。
まずひとつは「自給率向上事業」です。農地資源が限られる我が国において、食料自給率を向上させるた
めには 農地の５割を占める水田をめいっぱい活用し 余っている米の生産を抑え 大半を輸入に頼ってい

２つの事業で食料の安定供給を実現！

めには、農地の５割を占める水田をめいっぱい活用し、余っている米の生産を抑え、大半を輸入に頼ってい
る麦、大豆などや米粉用米、飼料用米といった自給率向上に貢献する作物の生産拡大を図っていくことが不
可欠です。
「自給率向上事業」では、水田で主食用米（私たちが毎日食べているお米）ではなく、麦、大豆、米粉用
米、飼料用米等の作物の生産を行う農家に対して、主食
用米を作った場合と同じ水準の所得が得られるよう、作
物に応じた金額を直接支払により交付する事業です。
これにより自給率の低い作物の生産を増やして、必要
な食料を少しでも多く日本で作られた農産物でまかなえ
るようにします。
もうひとつの柱は、「米のモデル事業」です。これは
主食用米を作り、米の需給調整に参加している農家に対
して、主食用米の作付面積１０アール（１０００㎡）あ
たり１万５０００円を直接支払により交付して、農家の
経営安定を図る事業です。また、当年産の販売価格が標
準的な販売価格（過去３年平均）を下回った場合には準的な販売価格（過去３年平均）を下回った場合には、
その差額分を直接支払により補います。
今回のモデル対策は農家や農村地域だけのものではあ
りません。将来にわたっての国民の皆さんへの食料の安
定供給や我が国の食料自給率向上につながるものです。
また環境の保全や文化の継承などの農業の多面的機能を
維持するための投資ともいえるのです。

戸別所得補償制度に関する詳しい情報は、以下のアドレスに掲載しています。
【http://www.maff.go.jp/j/seisaku/kobetu_hosyo/index.html】



「農林水産省広報誌２０１０別冊ａｆｆ（あふ）」より抜粋



国営造成施設の管理を取りまく状況

・過疎化・高齢化に伴う集落機能の低下

・土地改良区による管理体制の脆弱化

・農村部にも非農家が増え、地域住民から十分な多面的機能発揮をとの声

・気候変動に伴う集中豪雨の発生 など

農業水利施設は、地域用水を流
したり、洪水防止にも役立つな
ど いろんな機能を果たしてい

【短時間に排水が集中することに
よる湛水被害の状況】

最近、頻繁に集中豪雨が発
生するようになってきた
なぁ・・・。

【高齢化等に伴い土地改良区の管理体制
は脆弱化しつつある】

土地改良区

施設の管理に地域全体の
後押しがあるといいんだ
けどなぁ・・・。

ど、いろんな機能を果たしてい
る。施設を守ることは、地域の
ためにもなるんだ。

県や市町村も一緒に
応援します。地域の
人たちにも呼びかけ
ながら管理の体制を
作り上げよう！

平成22年度
以降も対策を
継続します！

国営造成施設及びこれと一体不可分な国営附帯県営造成
施設を管理する土地改良区の取組を支援。

要 件

事業実施主体 都道府県、市町村

施設を管理する土地改良区 取組を支援。

補助率 １／２

事業実施期間 平成22年度 ～ 平成26年度



地域住民等と連携した管理体制を構築

安定的な管理体制を構築していくため、地域住民、ＮＰＯ等をはじめとす
る多様な主体の参画を得て、より多くの施設で管理協定を結びます。

地域住民等と連携した管理体制を構築

土地改良区 地域住民等協

る多様な主体の参画を得て、より多くの施設で管理協定を結びます。

定 地元自治会、ＮＰＯ
等による活動

営農に係る水利施設
の通常管理

農業用水の安定供給 洪水防止 地域用水（防火用水・消流雪用水）

農業水利施設の適切な管理と多面的機能の発揮

新たな取組（地域住民等多様な主体とのつながりを強めていくための取組）

○地域住民等をはじめとする多様な主体の参画を促しつつ、各土地改良区間で連
携して活動・整備を図るなどのネットワーク作りを進めます。

○地域防災に対応するために必要となる活動、体制整備・強化等に係る
支援を行います。

拡充内容

【管理体制を強化し、集中豪雨等に対応】

拡充内容

問合せ先：九州農政局整備部水利整備課管理技術係 TEL：０９６（３５３）３５６１



農業は食料の安定生産・供給に必要不可欠な産業でありますが、反面、肥料や農薬の過剰使
用、不適切な使用により環境への負荷も懸念されます。
また、近年消費者は農産物に安全・安心を求める傾向が高まっています。これらの情勢や農
家の健康面も含め 環境保全型農業の実践が喫緊の課題ではないでしょうか家の健康面も含め、環境保全型農業の実践が喫緊の課題ではないでしょうか。
今回は、人にも環境にも優しい技術を紹介します。

湛水防除とは、水温の上昇が期待出来る夏場に、ほ場に水張り（湛水）を行い、土壌を高温・
還元状態（酸素の無い状態）にすることにより、「センチュウ」等の土壌病害虫を防除する技術

湛 水 防 除（たんすいぼうじょ）

還元状態（酸素の無い状態）にすることにより、「センチュウ」等の土壌病害虫を防除する技術
です。
薬剤を使用する「土壌くん蒸」に比べて、安全･安心で人にも環境にも優しい技術です。

【実施方法】
①ほ場に水張りをするため耕耘・整地を行い均平にする。
②水漏れ防止のため、畦畔を作る。
③ほ場へ入水し 代掻きを行い 水深４ｃｍ程度の水張りを実施 （４０日間以上）③ほ場へ入水し、代掻きを行い、水深４ｃｍ程度の水張りを実施。（４０日間以上）

【湛水効果】
調査の結果、以下のような効果が見られました。（国営笠野原地区調査結果）
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問合せ先：南部九州土地改良調査管理事務所 調査課



１．鉄筋コンクリート構造物（ファームポンド、トンネル等）

【診断結果】
①亀 状 ひび割れ( カ 骨材 応)

【②の保全対策(案)】
ひび割れ補修 法(注 法)

国が造成した基幹水利施設については、平成19年度～平成23年度の5年間で機能診断を実施する
予定です。一般的な機能診断事例をご紹介します。

①亀甲状のひび割れ(原因：アルカリ骨材反応)
②縦断的ひび割れ(原因：偏土圧or地山の緩み)

ひび割れ補修工法(注入工法)

③全体的摩耗(原因：アルカリ骨材反応) 【保全対策(案)】
断面修復工法

アルカリ骨材反応：コンクリートにおける劣化現象の１つ。コンクリートに含まれるアルカリ性の水溶液が骨材（砂利・砂）の特定成分と反応し、
異常膨張やそれに伴うひび割れを引き起こす。

２．鋼管・ダクタイル鋳鉄管（パイプライン）

【診断結果】
①空気弁からの漏水(原因：経年劣化)
②管路漏水(原因：腐食、経年劣化)

【調査事例】
②管路漏水箇所は右図
により探査し補修。
(相関式漏水探知器)

３．施設機械（加圧機場、揚水機場）

【診断結果】
①回転軸の腐食(原因：封水部漏水)

【保全対策(案)】
腐食部を除去・清掃し、錆止め塗装(防錆処理)
を定期的に実施しメンテナンスすることによ
り施設の長寿命化(延命措置)を図る。

※オーバーホールの目安は運転9000時間※オーバーホールの目安は運転9,000時間。
基本的には錆取りや清掃が大切である。
※漏水による腐食は周囲に拡大する傾向がある
ため、放置した場合、腐食進行が著しく早く
なる。

問合せ先：南部九州土地改良調査管理事務所 保全管理課 資源保全係



かんがい用水は、農業用水として河川管理者から水利権を得ているので畜産用水への利用は出来ま
せんので畜産用水に利用するためには畜産用水利用者が新たな水利権を取得する必要があります。こ
の水利権取得に当たっては下記の２パターンが考えられます。

（１）かんがい用水の減量が見込まれる場合･･･下図参照（１）かんがい用水の減量が見込まれる場合･･･下図参照
（２）関連事業が実施中で計画上のかんがい用水に余裕がある場合（事例地区無し）

いずれの場合もかんがい用水の利用者である関係農家の理解が前提となります。
また、(２)の場合は暫定的な取得ですから関連事業の進捗により水源の見直し等が必要になります。
どちらも、かんがい用水施設を使用することとなるので、畜産用水利用者（利用者団体）は、施設
の管理者である土地改良区等に対して他目的使用の申請を行い、財産所有者である国の承認を得ると
ともに かんがい用水施設の建設費負担相当分を他目的使用料として支払う必要がありますともに、かんがい用水施設の建設費負担相当分を他目的使用料として支払う必要があります。

かんがい用水（変更）かんがい用水 水利権変更

畜産用水
（↑新規水利権取得）

（１）の水利権取得イメージ図

問合せ先 ： 九州農政局 南部九州土地改良調査管理事務所 企画課 情報管理係

４月に口蹄疫が発生して以来、畜産農家の皆様
には、日夜、大変お疲れ様です。当事務所からも、
宮崎鹿児島両県に設置する消毒ポイントで朝５時
より夕方６時まで 毎日３名 延べ１０２３時間

先 州農 南 州 事 所 課 報

より夕方６時まで、毎日３名、延べ１,０２３時間
(7月１４日時点)消毒作業に参加しております。
消毒ポイントでは、渋滞の発生でお叱りを受け
たり、落雷や豪雨等で思うように作業が進まずご
迷惑をおかけすることもありますが、消毒にご協
力頂きます方からの「ご苦労様です・頑張ってく
ださい」等の励ましの言葉やねぎらいの言葉など、
元気を頂きながら作業に励んでいます元気を頂きながら作業に励んでいます。

今年度より、国営事業完了地区毎に相談窓口を設置しましたので、お気軽にご相談ください。
県名 地区名 担当課 担当係

宮崎県 〔一ツ瀬川〕 保全管理課 施設保全係

〔大淀川左岸〕 保全管理課 資源保全係

〔大淀川右岸〕 計 画 課 計画第２係

〔高鍋川南〕 保全管理課 保全技術係

島 全管 全鹿児島県 〔出水平野〕 保全管理課 資源保全係

〔南薩〕 計 画 課 計画第３係

〔喜界〕 企 画 課 情報管理係

〔笠野原〕 鹿児島支所 計 画 係

〔曽於東部〕〔曽於南部〕 保全管理課 防災情報係

〔野井倉〕〔肝属南部〕 鹿児島支所 計 画 係


